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充填方法

フレキシブルコンテナ
(コンクリートガラを収納)

トレンチ埋設施設

・陥没防止のため、角型容器内の隙間に充填物を入れて空隙を低減させた埋設対象物を作製することが課題。
・充填に要求される性能は、角型容器内の空隙率が20%以下※（受入基準）。
・充填物としては、天然の材料で覆土と同質の材料でかつ、入手が容易であることを考慮して、砂を検討中。
・角型容器内の空隙が20%以下に低減できる方法を確認するため、模擬廃棄物に対する砂充填試験を実施。

模擬廃棄物

砂
（隙間の充填）

角型容器内の
イメージ

砂充填加振装置及び容器の模式図
砂充填加振試験装置

試験容器（約1m3）
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・角型容器に収納する廃棄物の種類として、解体廃棄物を考慮して配管、コンクリートガラ、雑固体を想定した。
・砂を充填するための加振方向に対する配管の配置方向など容器への収納の仕方を設定した。
・加速度、加振する時間も幅を持たせて試験した。

№1 №2 №3

試験体

廃棄物の種類 配管(90cm)
コンクリートガラ

(5cm×5cm×5cm程度) 雑固体

角型容器への収納の仕方

・配管を水平に積み重ねて配置
（配管の長さ方向に加振、
配管の長さ方向に直角に加振）

乱雑に収納

・比重が軽い廃棄物(塩ビ管など)、
金属及び コンクリートを一緒に収納

・閉空間がある缶類は切断し開口

加振条件
・加速度を0.8G～2Gの間で試験 （適切な充填ができる加速度を確認する）

・充填に必要な時間を確認

砂充填前の模擬廃棄物

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0 18.0

空
隙
率
（
%
）

時間（分）

加速度計4（加振装置の振動台テーブル位置）
での測定結果を抽出

10分加振すれば受入基準を満
たすことができる

試験体№2のコンクリートガラのみを

収納した場合は、砂を充填しなくても、
空隙率20％以下を満たした。

試験体№1のうち、配管の長さ向に

直角に加振すると加振中に配管が
浮き上がり、充填がされなくなる。

砂で模擬廃棄物を覆う 加振・砂の高さが減少 加振後

振動台が振動することによって、角型容器が
加振される。角型容器内の空隙に砂が充填さ
れ、空隙が低減される。

振動台

充填性能の評価方法

試験の実施手順

砂充填前の空隙率 砂充填・加振後の空隙率

初期の空隙量：V－Vb

廃棄物の体積：
Vb

空隙量：V－Vb － Vc

廃棄物の体積：
Vb

砂充填部：Vc、砂重量：MS
V 

角型容器に金属類を
収納し砂等を充填
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今回の試験条件（試験体№1,№3）の

多くが、受入基準を満たすことが確認
できた。
ただし、試験体№3のうち、比重の軽い
廃棄物は充填されにくい場合がある。

・最大加速度：2G
・振幅：最大0.32mmp-p
・最大積載能力：2t

角型容器

角型容器の体積：

角型容器内に投入した砂の重量から、空隙率(砂が充填されない部分の体積割合)を評価

角型容器

様々な廃棄物

角型容器内の隙間

砂充填試験のイメージ

試験体

充填物 試験条件6号ケイ砂（最大粒径2mm）：JIS G 6901

受入基準(20%)と充填性能の評価結果の比較
結果の傾向

配管の長さ方向に直角に加振しないなど、廃棄物の角型容器への収納の仕方を適切に管理すれば、配管、コンクリートガラ、雑固体に対して、受入基準である20％以下の空隙率に適合する
見通しが得られた。今後、この結果に基づいた角型容器への収納の仕方、加振条件を手順書とし、合理的に角型容器に収納した埋設対象物を製作するために活用していく。

・埋設に関する規制要求には、埋設施設内に有害な空隙がないことが挙げられている。
・埋設施設内に定置する埋設対象物についても、この基準を満足しないと、長期間経過後、角型容器など

が腐食し、上部覆土が陥没するおそれがあり、埋設施設の安全性に影響がでることになる。

埋設対象物

角型容器

陥没

はじめに

結論

研究施設等廃棄物の埋設に向けて
~トレンチ処分対象廃棄物への空隙の充填方法の検討~

日本原子力学会バックエンド部会 第38回バックエンド夏期セミナー

砂の高さが減少したら、再度、砂を投入し加振・砂の高さが減少しなくなるまで継続

受入基準となる
角型容器内の空
隙率が20%以下
となるか評価

配管の長さ
方向に加振

配管の長さ方向
に直角に加振

初期の空隙率：A0

A0 ＝ (V – Vb) / V 

充填した砂の重量：Ms(kg)
充填した砂の密度：ρd(kg/m3)
砂充填部の体積：Vc＝ Ms/ρd

砂充填・加振後の空隙率：A

A＝（V – Vb – Vc） / V

※ 埋設対象物の空隙率が20%程度であれば、陥没が生じたとしても上部覆土の変形は大きくないと想定した。JAEA-Technology 2018-014

原子力機構は、原子力機構法及びこれに基づく国の埋設処分業務に関する基本方針(2008)に従い、国内の研究施設等廃棄物の埋設事業の実施主体として、埋設施設の設置に向けて取り組んでい

ます。埋設処分のためには、安全に埋設可能かを判断する基準となる受入基準に適合する埋設対象物を作製する必要があります。本報告では、トレンチ処分の埋設対象物において、空隙に関する

受入基準を満たす方法を確認するために行った試験結果を示します。


